
２０１９山形県中央メーデー大会２０１９山形県中央メーデーデモ行動

賞 品賞 品
１等　山交観光 商品券　５万円分（２本）　
２等　カタログギフト 　３万円分（５本）
３等　スーパー 商品券（イオン・ヤマザワetc）
　　　　　１万５千円相当（６本）　
震災被災地救援しま賞　１万円相当（７本）
　　　◎岩手県　◎宮城県　◎福島県
　　　◎千葉県　◎栃木県　◎茨城県
　　　◎長野県
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お楽しみ！
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ホームページアドレス ： https://www.rengo-yamagata.jp/

連合山形発行人／小口裕之　編集人／小川修平

2020年４月20日No.152

平和・人権・環境を守り　公正で持続可能な社会をめざす
働く仲間の　笑顔あふれる未来をつくろう！

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、参加型の山形県中央・各地区メーデーは中止となった。
形態を変えて、４月６日～２４日までに「お楽しみ大抽選会」の参加募集をメーデーニュース・連合山形

ホームページで行い、４月２８日（火）に連合山形ホームページで実行委員長の挨拶と「お楽しみ大抽選会」
の模様をＷＥＢ配信する。

２０２０山形県中央メーデー



５月１日メーデーは、古くからヨーロッパでは「夏の訪れを祝う日」
とされてきた。一方で、低賃金・長時間労働に苦しめられていた米国の
労働者が団結し、労働時間の短縮に向けてストライキを行ったのが１８８６
年５月１日である。この動きが世界の労働組合に広まり、１８９０年５月１
日に「第１回国際メーデー」が多くの国で開催された。これが今に続く
「労働者の祭典」としてのメーデーの起源となる。

日本では、１９２０年に初めて開催されたが、第２次世界大戦中は中止と
なり、戦後、労働組合の活動再開とともに復活している。その後、メー
デーは日本の労働者の地位や労働条件の向上、権利拡大をはじめ、人
権・労働基本権の確立、民主主義の発展、世界の恒久平和に深く貢献し、
その役割を果たしてきた。そして今年、メーデーは記念すべき１００年を
迎えた。改めてメーデーの原点と意義を振り返り、すべての働く仲間が
団結・連帯することの重要性を訴えていく。

今、新型コロナウイルス感染症により世界中が大混乱に陥っている。
一番大切なものは人の「命」であり、「持続可能な社会」の実現には人々
との連帯が必要である。

山形県中央メーデーは、それぞれの時代における要求実現と諸課題の

山形県中央メーデー
～100周年を迎えた労働者の祭典メーデー～第２弾

連合山形結成30周年記念にあたり過去10年間の活動を、
連合山形ニュース・かべ新聞の「30thコーナー」で紹介していきます！

解決に向けた取り組みであるとともに大
衆参加を広く求め、多くの市民が参加で
きるメーデーを開催してきた。

今年は、山形県中央・各地区メーデー
の開催を中止としたが、私たち連合は、
働く者・生活者の立場から、感染症拡大
抑止を最優先に取り組んでいく。

メーデー１００年。改めてこの難局を乗
り越えるため、経済・雇用・生活の安心・
安定の確保に向けて、働く仲間の力を結
集していくことを呼びかけていく。

すべての仲間の皆さんとともに、頑
張っていこう。

2011　メーデー大会

2011　メーデー団結祭り

2011振舞い芋煮

2019メーデー大会ユニオニオン・来てけろ君毎年大人気のふわふわウシ君

2012桜のメーデーデモ行動

2019メーデーデモ行動2012第2公園デモ行動出発

2011震災完全復興メーデー

連合山形ニュース
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政府による小中高など学校の一斉休校に関する要請に
対し、連合山形は子どもや保護者の不安解消に向けた環
境整備や支援など、５項目について山形県知事に対して
緊急要請を行った。

⑴　日　時　　３月６日（金）　１６：００～１６：１５
⑵　会　場　　山形県庁

「新型コロナウイルス感染症対策」における
小中高校等の臨時休校などに関する緊急要請

貴職におかれましては、安心して働き続け生活ができる環境づくりなど、県政発展のためご尽力い
ただいていることに心から敬意を表します。また、日頃から連合山形の諸活動に対しまして、格別の
ご理解とご協力を賜っておりますことに厚く御礼申し上げます。

さて、新型コロナウイルス感染症への対応については、政府の「新型コロナウイルス感染症対策の
基本方針」（２月２５日決定）により進められております。

このような中、２月２7日に安倍首相は、全国すべての小学校約２万校（約６3６万人）、中学約１万校
（約3２１万人）、高等学校約４８００校（約3１６万人）、特別支援学校約１１００校（約１４万人）などに、３月２
日から春休みまでの期間、臨時休校とするよう要請し、山形県内においてもすべての小学校・中学校・
高等学校、特別支援学校が休校（すべての私立高等高校の休業が決定）となりました。

この度の突然の休校により、子どもや保護者など、生活する者、働く者をはじめ、中小零細事業者
など、日本全体に混乱が広がっています。また、安倍首相は「国民生活や経済への影響が最小となる
ような法案を早急に準備する」とも発言されています。

ついては、子どもや保護者の不安を解消するため、子どもの居場所づくりや保護者が安心して働け
る環境整備、中小零細企業への支援など、下記の内容について、国にご要請いただくとともに、山形
県としてもご対応いただきますよう要請いたします。

記

Ⅰ．子どもの居場所確保や学びの保障などについて
Ⅱ．子どもの居場所以外で求められる対応について
Ⅲ．保護者が安心して子育てしながら働き続けられる環境の整備について
Ⅳ．企業などに対する助成措置について
Ⅴ．周知および今後について

小口会長から吉村県知事へ要請書手交

連合山形ニュース
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「新型コロナウイルス感染症対策」における
小中高校等の臨時休校などに関する緊急要請



県内において3６協定を締結している事業所は全体の約４割にとどまっている。常態化している山形県の
長時間労働の是正のためには3６協定の締結促進が極めて重要であることから、
昨年からの取り組みである、「Action! 3６」キャンペーンの全県的な取り組みを
展開している。

２月２５日の山交ビル向かい側での街宣行動のほか、ラジオＣＭ（ＹＢＣラジ
オ・ＦＭ山形）の実施や新聞広告の掲載（山形新聞）など、マスコミを活用し
た広報活動を行った。加えて「Action! 
3６」の実効性を高めるためには、労働行
政が深く関与する監督・指導等の強化が
不可欠であることから、3６協定の締結促
進について連合山形・各地域協議会が、
山形労働局・労働基準監督署に要請行動
を行った。

Action! 36 キャンペーンの展開

山交ビル向かい側で街宣行動

連合山形ニュース
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3.4 北西村山地協

3.13 鶴岡田川・酒田地協 3.16 新庄最上地協

3.23 置賜地協 3.24 山形地協

荒井山形市議の熱い訴え

河西山形労働局長へ要請書手交



３６協定の締結促進に向けた要請
皆様には「働き方改革」の推進にご尽力頂いていることに敬意を表します。また、日頃の連合山形

の運動に対するご理解とご協力に感謝申し上げます。
さて、本年４月には「時間外労働の上限規制」が中小企業にも導入されます。山形県全体が深刻な

人手不足の中、中小企業の人材の確保・定着を促すには、長時間労働を抑制し、労働者の安心・安全
を確保することが急務です。そのためにも、県内企業において４２％に留まっている3６協定の締結を促
進することによる県内企業ブランドの向上が求められます。

連合山形は、すべての労働者の働き方の見直しや働く者のセフティーネットづくりを目指して、今
年も「Action! 3６」キャンペーンを展開し、県全体に広く訴え周知・浸透を図ってまいります。つきま
しては、引き続きのご支援と趣旨のご理解をいただき下記の点について特段の配慮をいただきますよ
う要請いたします。

記
１．県内企業において４２％の締結率にとどまっている3６協定の締結促進のための監督・指導を徹底す

ること。特に小規模事業所に対しては、3６協定を締結する意義も含め、訪問による周知と指導を強
化すること。

２．連合山形が１２月に実施した「STOP! 長時間労働全国一斉労働相談ホットライン」では、長時間労
働による健康被害・精神疾患、退社時間の改ざん、不払い残業など深刻な相談が県内各地から寄せ

　られているため、各労働基準監督署において企業訪問による状況把握や相談体制の強化拡充など、
きめの細かい対応をはかり、労働者の安心・安全・健康とワーク・ライフ・バランスを確保すること。

３．大企業・親事業者の「働き方改革」に伴う下請等中小事業者への「しわ寄せ」が中小企業の「働
き方改革」に取り組む環境づくりに悪影響を与えることが懸念される。県内多くの中小企業におい
て働き方を含めた適正な取引が行われるよう、大企業・親事業所に対し監督・指導を徹底すること。

連合山形ニュース
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２月１3日（木）～１４日（金）に、連合山形
の事務所において構成組織から相談員の派遣
協力をいただきながら「STOP! 雇用不安 全
国一斉労働相談ホットライン」を実施した。

労働契約の更新時期を迎える年度末に向け、
雇い止めに関する相談を中心に対応を行った。
全地域協議会における街頭宣伝活動、新聞折
り込みによるチラシの配布、自治体広報誌へ
の掲載などの周知を行った結果、全体的には、
相談件数は１3件で、差別関係が３件と最も多
く、次いで賃金関係、退職関係がそれぞれ２
件だった。業種では小売業、サービス業が３
件と最も多かった。
【相談内容の内訳と主な内容】

2/１3-１４ 労働組合関係 賃金関係 労働時間関係 退職関係 安全衛生関係 差別等 その他
相談件数１3件 １件 ２件 １件 ２件 ２件 ３件 ２件

比　率 7.7% １５.4% 7.7% １５.4% １５.4% ２3.1％ １５.4%

電力総連　荻原崇弘さん 電機連合　朝倉義幸さん

電力総連　今井祐太さん県教組　鹿間知歩さん

連合山形ニュース
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春季生活闘争において、労働組合が求めている労働条件をはかるため、賃金の引上げはもとより、格差
是正、法令遵守、非正規労働者の待遇改善など、労働行政が深く関与している。そのため山形労働局に対
し行政指導等の強化について要請行動を行い、雇用労働部会がまと
めた要請書を山形労働局長に手交した。

山形労働局長からは、「要請についてはそれぞれ周知や監督指導
をしっかりと取り組み、令和２年度の行政運営方針や最低賃金審議
会などにおいても連合山形の意見を踏まえたものとなるよう進めて
いく」との見解が示され、その後、各担当から要請項目に対する回
答を受けた。
【日　　時】　３月２日（月）　１５：４５～１６：４５
【会　　場】　山形労働局
【要請項目】　①　雇用・労働対策の推進について
　　　　　　 ②　同一労働同一賃金への対応について
　　　　　　 ③ 　若年者雇用および出産・育児の雇用環境整備に

ついて
　　　　　　 ④　障がい者雇用について
　　　　　　 ⑤　労働災害を防止する施策の充実・強化について
　　　　　　 ⑥　外国人労働者の受け入れ体制の構築について
　　　　　　 ⑦　破産した大沼の元従業員への支援について

「STOP! 雇用不安 全国一斉労働相談ホットライン」実施
～辞めるしかない!?と悩んでいませんか～

雇用・労働行政に関する山形労働局への要請行動

労働局側

河西山形労働局長へ要請書手交

連合山形側
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青年委員会は、１月3１日～２月１日にかけて、蔵王温泉「ヴァ
ルトベルク」で「２０２０スキー・スノーボード学習交流会」を開催
した。

基本方針である「学習と交流」をテーマに、毎年冬の時期に切
れ目のない活動を目的とし活動を行っている。

初日の学習会はコンセンサス実習授業を行い、「月で遭難したら、
あなたは何を優先して持っていきますか？」という課題を設定し、
以下の４項目を要点にしながらグループ討議を行った。

１．自分の意見を大切に　　２．他人の意見も大切に
３．納得したら変える　　　４．変えたら伝える

年齢も職場も違う方々との意見交換はとても有意義であり、今
後の生活や職場においても生かせる内容だったという感想が多く
寄せられた。

２日目のスキー・スノーボード交流会では、毎年参加していた
だいている齋藤インストラクターより「転ぶことが１番怪我をす
る」という指導の元、各自のレベルアップと異業種の方々とのス
ポーツ交流を行い、怪我もなく成功裡に終了することが出来た。

「2020スキー・スノーボード学習交流会」を開催青年
委員会

齋藤インストラクターの熱心な指導

青年委員会ガンバロー

阿部委員長挨拶

山形県の地域別最低賃金は現在時給7９０円となっている。この金額は全国最下位であり、年間２，０００時間
働いた場合の年収は１５８万円程度でワーキングプアと言わざる負えない状況であることに加え、有期・短
時間・契約等労働者のセーフティネットとしての機能を果たしていない。また、憲法第２５条で保障する「健
康で文化的な最低限度の生活」には至っておらず、「地域間格差の是正」「地域活性化」「労働力人口の流
出と社会の持続性」の観点からも最低賃金制度の充実は極めて重要である。

連合山形は、「クラシノソコアゲ応援団！ RENGO キャンペーン」の取り組みの一環として、組合員を
はじめ社会に対し理解浸透をはかるため、構成組織・各地域協議会等で全県的な最低賃金引き上げを求め
る署名運動を展開している。

【期　　間】　３月２４日（火）～６月２０日（土）まで
【対 象 者】　組合員とその家族、職場を共にして働く労働者
【集約方法】　 署名用紙を各構成組織・各地域協議会で取り纏め、６月２０日（土）まで連合山形へ郵送

又は持参する。

山形県最低賃金の大幅
引き上げを求める
署名活動へのご協力を
よろしくお願いします。

「山形県最低賃金の大幅引き上げを求める署名」の取り組み

令和元年10月１日から

27円UP
雇う上でも、働く上でも、最低限のルール。
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金。

山形県 最低賃金

790円
時間額
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